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亀頭 -,- 叩 ,-
インキュベーション光牧の事跡 こ先立ち､2007年8月1日から12月17Eliで､
約4ケ月半にわたって発#■壷を実益しましたO今回の発掘N査地点は
芸諾 無 芸言ここれまでにも町 る辻伝子実鵬 等で榊
この計圭地点を含む点･兼学部一帯は､かつて旧日本陸軍岡山帯群
の歩兵計が庇屯していた斗所で､本71杢地点にu近年まで木造の兵舎
がのこっており､農学林の畜舎として利用されていましたQこの建物は既
に取り鼓されていましたが､今臥 発掘ir圭に先立つ近 ･現代の土居の
除去の際に､地下来くまで#られた兵舎の基雀も確認できました｡
発掘7T査では､舌代から近世までの耕作地､弥生時代から古墳時代にかけて掘られた許､経文時代の土坑などが稚覆さ
れました｡近世の耕作地では､東西方向の# (近代まで貯集される)と､薄に遮りつけられた水門､水門のそばに設けられ
た士魂には木枠をJlんだ水柵が入れられ､そこから耕作地へと嵩く教条の細い津が確認されました｡近世の耕作地での湛漉
方法を具体的に知ることができる例といえるでしょうCなお,この東西方向の辞は､本訴査区の東拍200mに任せする事務局
本部棟御査地点で棟落された鞍に逆洗し､条里Wの土地区画を表示するものとみられます｡
J王地点の七五と条里制の地割
(条里地割tよ永LJgP三価1952r同山帆 よD引用)
古代の地層まで掘り下げると､並行して掘られ
た二本の浅い津が確認されました｡この二本の
誰に改まれた空問は,周辺の地面よりもわずかに
高まっている部分もあり､この高まりが道路で両脇
の津は佃洋と考えられます｡道路は東西に直農
的に延び､7[杢区の西側では直角に折れて北側
に延びる道路がとりつき,三叉路を形成していま
した｡これも条里制の土地区画に合敦しています｡
条里制の土地区画というと直農的なイメー ジが
ありますが､本3I杢地点では多少の歪みをもった
形で確認されています.今回の確認例は,岡山
平野にj引ナる古代の条里地封を復元する際の基
準となるだけでなく､古代の封土術を考えるうえで
も井味深い成果となりました0
本訂杢地点での発掘成果は､岡山平野での
土地利用の歴史を考えるうえで重要なものといえ
るでしょう｡今後詳細に分析したいと患います｡
(野崎)
発毛Pl暮では､辻片や)物が注目されることが多
いのですが､)JBl=堆書する土♯自任r=も多くの竹
報が丑もれています.それを｢発七｣することも1要
な作井であることをd厄介できれば幸いです. (鞘 )
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